
総務省消防庁

令和７年11月18日に大分県大分市において発生した火災の概要

及び消防庁長官による火災調査の速報

資料１第１回大分市大規模火災を踏まえた消防防災対策のあり方に関する検討会



⑴ 火災発生日時等

〇 発生時刻：調査中

〇 覚知時刻：令和７年11月18日17時43分

○ 経過：

11/20 14:00 半島部分は鎮圧状態

11/28 13:30 半島部分は鎮火、蔦島は鎮圧状態

12/04 14:00 全域鎮火

⑵ 火元建物 大分市大字佐賀関1828付近

⑶ 出火原因 調査中

⑷ 焼損棟数 187棟

焼失面積 約48,900㎡（調査中）

林野被害 調査中

⑸ 人的被害 死者１人（男性、70代）

負傷者１人（女性、50代）

⑹ 地上部隊 [11/18の出動状況]

大分市消防局 21台 88名
大分市消防団 28台 144名
県内応援隊 ７台 31名

航空部隊 大分県防災ヘリ（11/19～12/4）
熊本県防災ヘリ（11/19）
福岡市防災ヘリ（11/19～11/23）
自 衛 隊 ヘ リ（11/19～11/26）

火災の概要

火

大分市消防局からの情報に基づき消防庁作成

火災概要等 （12月4日16時00分現在）
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＜火災調査の様子＞

＜火元建物の様子＞

○ 延焼拡大要因
建物の焼損状況、空家の状況、延焼の状況、飛び火の状況、
焼け止まりの状況など

○ 消防隊の活動状況
出動部隊、水利確保、延焼阻止線、応援要請、部隊配置、
活動内容の確認など

○ 出火原因
※出火元の現場見分は、大分市消防局及び大分県警により実施。

○ 消防庁予防課 ２名
消防・救急課 2名

○ 消防研究センター火災災害調査部 ４名
技術研究部 4名 （計1２名）

11月22日（土）
1５:30 大分市消防局 着
16:０0～1７:00 事前打合せ
23日（日）

 長官調査開始 終日 現場調査
2４日（月）

 9:00～11:00 ヒアリング・意見交換
現場調査（消研２名）

現地調査の概要

調査人員

現地調査

調査内容



建物の焼損状況等

【データ作成方法】

○地理院地図の建物データは２０１３年撮影の
航空写真に基づく。

○焼損状況：大分市消防局からの情報による
（１２月９日現在）。

○除却建物：大分市消防局からの情報、
Google Map判読、現地調査、大分県・大
分市消防局・大分県ドローン協議会・大分大
学により撮影されたドローン画像の判読に
よる。

○空家：2020年大分市の調査による。

【データ数】

○全焼16４棟、半焼５棟、部分焼３棟、
ぼや１２棟

○火災時に存在した空家（オレンジ枠内の
エリアに存するもの）：6３件（うち全焼４９件、
半焼１件、部分焼２件、ぼや３件）

※このデータ数は、国土地理院の地図情報を基にして
いるため、住宅地図を基に大分市消防局が公表し
ている焼損棟数の数値とは差異が生じうる。

出火建物
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○ 初期において火元から隣接する南及び北東の家屋に延焼したようである。

○ 最終的には、火元の東方向の広範に延焼が拡大した。

：延焼の方向（消防職員からの聞き取りによる）
：飛び火と考えられる箇所（消防職員からの聞き取りによる）

＜写真左側建物は全焼＞

＜出火建物＞

＜写真左側建物は全焼＞

＜火元から東方向の状況＞

＜炭化した飛散物＞

＜火元から南東方向の状況＞

出火建物

延焼の状況（聞き取りに基づく。今後精査）

写真の撮影方向
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○ 火元の北東から南東にかけて複数箇所に飛び火によると考えられる焼損が見られた。

：延焼の方向（消防職員からの聞き取りによる）
：飛び火と考えられる箇所（消防職員からの聞き取りによる）

＜飛び火によるとみられる全焼＞

＜飛び火によるとみられる全焼＞

＜飛び火によるとみられる全焼＞

＜飛び火によるとみられる全焼＞

＜飛び火によるとみられる全焼＞

＜飛び火によるとみられる全焼＞

飛び火の状況（聞き取りに基づく。今後精査）

写真の撮影方向

出火建物



空地＋放水の可能性

空地（放水は現時点では不明）

空地（放水は現時点では不明）

焼損なし

全焼

焼損なし ぼや

全焼建物

写真の撮影方向

路地＋放水の可能性

全焼
半焼

焼損なし 全焼

焼け止まりの状況

空地

空地 空地

○ 消防活動の効果とみられる焼け止まりや空地の影響とみられる焼け止まりが見られた。

焼損なし

６

出火建物
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主な調査項目

延焼拡大要因の解明
・延焼の状況の把握 ←映像、通信記録等の分析
・消防活動の把握 ←通信記録、映像等
・街区の特徴の把握 ←空家状況、除却状況、道幅

被害要因の解明
・避難の状況 ←活動記録等
・延焼シミュレーションによる要因分析 ←風の条件、建物の条件

出火原因の調査
・大分市消防局で対応不可能な鑑定・再現実験を必要に応じて実施

今後の調査予定


	スライド 0: 総務省消防庁
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7

